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：2007年度年次大会を開催いたします。私、
総合司会を務めさせていただきます、同志社大学
文化情報学部講師の阪田と申します。本日はどう
ぞよろしくお願いいたします。それではさっそく
プログラムのほうに進めさせていただきます。最
初に開会の辞を、文化情報学部長の村上先生より
賜りたいと思います。よろしくお願いいたします。

：皆さま、こんにちは。第 2回大会の開催に
あたり、ひとことごあいさつさせていただきます。
文化情報学会というのは、一昨年 4月の文化情報
学部設置と同時に設立されました。1年目は学会
誌の『文化情報学』の発刊という事業をおこない
まして、昨年この『文化情報学』を発刊、と同時
に第 1回の大会を開催いたしました。今年は第 2
回の大会となるわけですけれども、今回は、ラジ
オ大阪の吉村直樹さんが特別講演を引き受けてく
ださいました。ありがとうございます。厚くお礼
申し上げます。
　文化情報学というのは、文理融合の学問・研究
を目指す新しい学問分野です。そして文化情報学
会というのは、この新しい学問分野の中心となる
学会で、この学会の発展というのが文化情報学の
発展につながります。そういう意味で、この大会
を大事にして、学会を育てていきたいと思ってお
ります。
　文化情報学部は、この 4月に大学院を設置して、
現在、博士課程前期に 5名、後期に 4名の大学
院生が研究をおこなっております。本日は特別講
演の吉村さんの講演に加えて、後期課程の大学院

生 4名が研究発表をおこないます。学部の学生諸
君にとっては、大学院生がどういう研究をやって
いるかというのを知る良い機会だと思います。ま
た、来年からは卒論に入るという学生がたくさん
いるわけですけれども、今大会の特別講演や大学
院生の研究発表が卒業研究に大きな刺激になれば
と願っております。
　最後になりましたが、この大会の開催にご努力
いただいた先生方にお礼を申し上げ、開会のあい
さつとさせていただきます。

：村上先生ありがとうございました。それで
はこのあと、さっそく特別講演のほうに移りたい
と思いますけれども、それに先立ちまして、ラジ
オ大阪制作報道部記者でいらっしゃいます、特別
講演の講演者としてお招きいたしました吉村直樹
様のご紹介を、本学教授の田口哲也先生のほうか
らしていただきます。田口先生、どうぞよろしく
お願いいたします。

：皆さん、こんにちは。吉村さんの略歴、ちょっ
と、ここに、前に映しましたですけども、大阪生
まれで、あとで話を聞くとすぐ分かりますが、こ
てこての大阪弁ですので、大阪弁があんまりフル
エントでない方にはちょっと分かりにくいところ
があるかもしれません。それで、ラジオ大阪でずっ
と、ここにちょっと出てくるんですけども、ざっ
と挙げただけで幾つも賞をお取りになっている報
道記者であり、なおかつ制作者であります。
　このラジオというのは、僕なんかの世代は日常
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的に使っていた機械なんですけど、多分、学部の
皆さんは、この間、実はドイツのラジオ局の人
に、私の授業に来て話をしてもらったんですけ
ど、ラジオ番組を聞いたことがないという人がほ
とんど、8割ぐらいです。ラジオという機械その
ものを見たことがない人っているかもしれないん
ですけども、ラジオの魅力というのは、これから
もちろんお話ししていただくわけですけれども、
よく言われるように、新種の生物が来たら、ほ
かの生物全部そいつが食い荒らしてしまわない
で、ちょっとこう残すというふうに、例えば古い
メディアとか古いジャンルというのは、ずうっと
残っていくわけですね。そうでないとクラシック
とか、そういうジャンルは消えていってしまうわ
けですから。そういう意味では、ある種確立され
た、音の放送文化の面白さというのがあるはずで、
これは、ここで学ぶ皆さんのなかで、自分の研究
に直接刺激になる場合もあれば、間接的に自分の
関心領域を相対化できるというきっかけにもなる
んじゃないかと思いまして、番組を実際に制作し
ておられる現場の吉村直樹さんに来ていただきま
した。
　ということで、では、さっそくですがよろしく
お願いいたします。

：田口先生、どうもありがとうございました。
それではさっそく特別講演のほうに移りたいと思
います。「ラジオ文化の魅力」というタイトルで、
ラジオ大阪の吉村直樹様より講演をいただきま
す。吉村先生、どうぞよろしくお願いいたします。

ラジオ大阪 制作報道部記者

吉村　直樹 氏

　あ、どうも、初めまして。今紹介していただき
ました、ラジオ大阪の吉村といいます。田口先生
とは、先月でしたか、同志社のある場所で、僕の
ラジオの現場での話みたいなことを聞いていただ
いてて、ちょっと関心を持っていただいたという
ことで、また今日、またこちらへ呼んでいただい
たんですけど。
　僕自身は、今ちょっと先ほど出てましたように、
ラジオ大阪という放送局におります。ラジオだけ、
ラジオ単営社といって、ラジオだけ、テレビはな

しでラジオだけでやってる会社なんですけど、僕
が入社したころ、ラジオというのは非常に全盛時
代、非常に、どういうか、もうみんなが聞いてた
みたいなことなんですけど、その後ラジオ自体が、
新聞、雑誌、テレビと、数々あるメディアのなか
では、ちょっと今落ち込みつつあるということな
んですけど。
　僕自身は、ラジオ大阪入社というのは 1970年
のころですから、もう 36、7年、このラジオの世
界に仕事しているんですけど、僕自身は、ラジオ
というのは非常に面白いし、ラジオはもっと見直
されていいメディアだとずっと思っていますし、
またこのラジオ、もう一回皆さんにも聞いてもら
うためにはどうしたらいいんかいないうことをい
ろいろちょっと考えてるところなんですけど。今
日はそういうことも含めまして、ちょっとお話し
させていただければと思ってます。
　このなかには将来マスコミを目指そうとしてい
る方もおられるかもしらないですけど、民放の放
送局ていうのは、僕は今制作報道部というところ
におるんです、これももともと制作部と報道部と
いうのは別々の部署やったんです、最近放送局内
でどんどんリストラが進んでまして、制作と報道
一体化するみたいな、そういうなかでのセクショ
ンになってるんですけど。僕自身はそのなかで、
番組づくりもできるし、取材活動もできるから、
僕自身は楽しんでやってる部分があるんですけ
ど、ただ身体が一つしかないいうのんで、時々、
どっちのほうに重点を置こうかなと困るときもあ
るんです。
　このなかで、例えば取材活動、報道を目指す方
とか制作活動されたい方、それでゆかれた場合、
民放に入られた場合、必ずしもそのセクションに
入れるとは限りません。特に民放のなかの場合は
人事異動いうのが定期的にありまして、制作に回
される人もおるし報道に回される人、ほんで一方
で、やっぱり総務であったり編成であったり営業
であったり、そのようなセクションありますから、
必ずしもだから、私は報道志望だということで入
社しても、社長秘書室みたいなところに回される
ケースもあるし、また何年かしたら自分の希望し
てるセクションに回ることもあります。
　そのへんが、だから新聞さんの場合は、例えば
取材記者として入社した場合、編制局というとこ
ろで取材だけでいけるんですけど、テレビ局とか
ラジオでも、僕らが入社したころはやっぱりそう
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いう風潮がありました。だから、僕が入社したと
きには、制作部のなかには、もう制作一筋でずっ
とやってきてたみたいな人、その人に聞けば制作
のノウハウはもうすべて知り尽くしてるし、どう
いうことするにはどういうタレントさん、どうい
う人と接触すればいいとか、そういうことにも精
通した、ほんまの職人みたいな人がいましたし、
ラジオの場合、効果音というのが大切なんで、い
ろんな音を、耳で聞いたときにそれをそれらしく
聞かせるような効果音ていう。だから、大砲の音
やったら大砲の音をつくる人とか、カエルの鳴き
声を、貝のぎざぎざでギッギッギってやったらカ
エルの鳴き声になるとか、それからちょっと、ぐ
ううっと、なんか、ドンゴロスみたいな布があっ
て、それをぐうっと、その木の枠を回すと風の音
が。ほんで、それ強く回すとすごい猛風を、弱く
回すと微かな風とか、なんかそんなことを調節し
たりして音を。
　僕が入社する前はそういう、ラジオ局なんかで
は、それをやれる人いうのはすごい高い評価いう
んかな、持ってはったんですけど、今だんだんそ
ういうのなくなって、今そういうほんまの職人的
な仕事する人が、僕らが入社して、そのころです
から、もう 30年ほど前からどんどんそういう人
が消えていって、ラジオのスペシャリストから、
ラジオの人間はゼネラリストにならないかんねん
いうことで。
　僕自身も、僕はもともと報道とか制作やりたく
て入ったんですけど、やっぱり一時営業に回って
たときもあるし、それから営業推進部というとこ
ろへ行ったりとか、それからスポーツ担当とか、
いろんなことをやってきてます。ここ 10年ほど
はずっとこの制作報道というところでおりまし
て、ほんで毎年 1回ぐらい、ちょっと自分なりに
ドキュメントつくってみて、そういうのが先ほど
紹介していただいたように、ちょっと評価された
分があるんですけど。僕自身は、日常的には、仕
事としてはそういうこともやってるんで。
　ただ、もう一つ、土曜とか日曜では、休みの日
を利用しては、ちょっと地域の活動みたいなこと
やってまして、今は、「田辺大根ふやしたろう会」
というそういう、僕は大阪の東住吉の北田辺いう
とこに住んどるんですけど、そこに江戸時代から
有名な伝統野菜、田辺大根という大根があって、
それが、ここ近年、もう幻の野菜になっていたん
ですけど、その種が 2000年ぐらいに、まあ残っ

てるということで、それを今地域の人らと一緒に
復活栽培するようなこと、普及することを今やっ
たりしています。
　そのほかに、この地域で田辺寄席という寄席が
あって、これは地域寄席としてはもう 33年間続
いてる寄席なんですけど、関西の、今落語家さんっ
て、だいたい 200 人ぐらいいてはるんですけど、
田辺寄席に出てない落語家さんは、もう 2～ 3人
ぐらいの、米朝さんとか、もうそのへんぐらいの
数人だけで、たいていの噺家さんは、この田辺寄
席を皆経験してるというふうな、出てもうてると
いうふうな、そんな寄席にもかかわってます。
　ですから、僕自身そういう地域の活動を通じて
ると、けっこういろんな人と知り合って、地域の
情報とか話題が、その地域活動することのなかで
いろんな人と知り合っていって、ほんで、やっぱ
り世の中にいろんな人がいると。こういう人はこ
ういうことやってる、こういう情報持ってはるみ
たいな、なんかそういうことを得るということで。
　ときたまラジオの情報だけで収まらないような
情報があったら、ときどき新聞社の人に、「あ、
こんな話ありまっせ」とか、「こんな話題ありま
すよ」とか、テレビ局の人に、画像的に面白い話
やったらテレビ局さんのほうへ紹介したりみたい
な、けっこうそういう地べたな情報収集なんかに
も役立ってるというか。僕自身が今までつくって
きたドキュメンタリーなんかも、ちょっとそうい
うことから得た情報でつくったような番組がけっ
こうあります。こういうところで、ちょっと前段
の話が長なってしまったんですけども。
　今日は、ラジオメディアということと、日本の
文化ということから起こしてちょっと話進めてい
きたいと思うんですけど、今日もう僕お話しする
ことは、もう皆さん、学術的にものすごアカデミッ
クなことされてるんで、もう、「なんや、そんな
頼りのないこと」と思われるかも…、まあ僕自身
がちょっと現場で得てきたことを話していくとい
うことで、気楽に聞いていただければと思ってま
す。
　人間は物事を知るということのなかでは、人間
の持ってる感覚、普通一般に五感と言われるもの
があります。だから視覚、見ること、それから聴
覚、耳で聞くこと、口で味わう味覚、そして臭覚、
鼻でかぐ、そして、手で触ってとか肌で知って感
覚する、触覚。そうした感覚でもって物事を認知
して、頭の中で分析していくわけですけど。
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　特に日本人は、この耳で聞く、聴覚による鋭敏
さというのが、非常に格別なもん持ってるんじゃ
ないかなという気がするんですね。というよりか
日本人だけじゃなくて、人間はもっと、現代人よ
りか昔の人のほうが非常にもっと聴覚を、それら
の感覚というのをもっともっと大事にしてて、そ
こから研ぎ澄まされたもんを得てたんじゃないか
なという気はするんですね。
　特に聴覚の世界でしたら、日本人でおなじみの
俳句でいきますと、「古池や蛙飛び込む水の音」
という俳句ありますね。これはもう芭蕉の有名な
俳句なんですけど。これなんかでも、ほんまに静
寂な、何も聞こえない古い池の中で、蛙がポチャ
ンと飛び込む。そのことからもちろん情景を 17
文字のなかへ表現してるわけですね。
　もう一つ、「閑けさや岩にしみ入る蝉の声」と
いう俳句がありますね。これなんかもすごく、こ
の静けさのなかで、そこをぱっと、その静けさを
破るようなセミの声が。で、そのセミの声が「岩
にしみ入る」というふうなね、なんか、ものすご
い奇抜な表現で、この音の感覚という、音の世
界を表現してきてるわけですね。だからこれを、
17文字でこれだけのことを表現できるというの
はやっぱりすごいなと思うんですね。
　日本には、古くから和歌とか万葉集というのが
あるんですけど、これは、今僕たちはこの和歌と
か万葉集というのは、書物で、字でもって見るわ
けですけど、本来これは耳で聞くもんやったわけ
ですね。だから日本人のなかではもともと、文字
というのはその時代ありませんから、和歌など、
今宮中で歌会始とかされて、ああいうふうにずっ
と朗々と詠むことによって、それを耳でもって聞
いてその感覚を楽しむということやったわけです
ね。万葉集なんかでも、文字のない時代に漢字を
借りて万葉仮名で表記されていったというふうな
ことですね。
　それから、日本最古の歴史書で、『古事記』と
いうのがありますけど、これも太安万侶（おおの
やすまろ）が、文字として表記する前というのは、
いわゆる、口でもって伝えられてきてるわけです
ね。だから語ることによってどんどん、だから、
文字のない分すごく記憶力というんか、暗唱力と
いうのはすごく強かったと思うんですけど。ほん
でやっぱりそのこと、太安万侶が文字に表記して、
それによって『古事記』というのが今でも、僕た
ちが知ることができるわけなんですけど。読むこ

とができるわけなんですけど。
　だから、日本人にとって文学というのは、本来
口承、口で伝える文学であって、読むもんではな
かったはずなんですね。耳でもって聞いて楽しむ。
特にそういうことが七五調の文章という、日本人
にとって非常に内律的にものすごい、なんか、取
り込みやすい語調でもって耳に入るというふうな
ことが、日本人にとって非常に気持ちよさに通じ
るもんがあったと思うんです。
　それから中世になって、もっと庶民的な世界が
広がってくるわけですけど、その段階でも、多く
の人はまだ文字というのを読み書きできません。
知りませんから。そのころ寺院なんかで僧侶が語
る絵解きであったり説経節というふうなものが
あって、それから山伏がずっと流布しながら流し
ていく祭文節（さいもんぶし）という、こうした
もんが、多くの人は耳でもってそういう物語とか
お話、だから宗教的な、なんて言うんですか、地
獄極楽話であるとか、因果応報等であるとか、諸
行無常といった、そうした考え方というのは、そ
ういう言葉を通じて得ていったということだと思
うんですね。そのなかで、社会のなかの、こうい
うことしたら地獄に落ちるぞ、こういうことした
らいい功徳して極楽行けるよ、みたいな、そのな
かで人間の善悪というのを、そういうふうな、自
然にそういう社会的な規範として得ていったと思
うんですね。お能なんかで歌われる謡曲も聞くも
のやったわけですね。
　中世に三味線が日本に伝わってきます。この三
味線というのは非常に手軽な楽器、扱いやすい楽
器ということで、この三味線に乗せていろいろな
文芸がまた発達してきます。浄瑠璃なんかもそう
いうもんなんですけど。そういうなかで、お寺や
神社などで、人の集まるところで、結局面白噺と
か滑稽噺とかを聞かせる話芸が発達してくるわけ
ですね。そういうのが、今の落語とか講談とか浪
曲の土台になってるわけでありますけど、そうい
うなかで、もっと、どういうんか、その話芸のな
かで、人間の義理人情であるとか、勧善懲悪、い
いことを勧めて悪を懲らしめるとか、それから義
侠、男伊達というんですか、強きをくじき弱きを
助けるみたいなね。そうしたことが語られてて、
やっぱりそれが日本人のある種道徳観みたいなも
んは、その庶民的なレベルでそういう口伝え、そ
の噺とかそういうのを聞くことによって、人間関
係はこんなもんだと、そういう大衆芸能自体が日
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本人の社会生活の規範みたいなものを教えていっ
たみたいな部分があると思うんですね。
　ですから今、社会のなかで、いじめなんか起き
てるんですけど、これなんか逆に、強きに従って
弱きを、くじくみたいなね、なんか、ほんとに人
間として本来あるべき姿とは違うかたちの。です
から僕はもう、昔のほうが自然とみんな、その人
間のなかでどうしていったら、いいかたちの生活
が、いい社会ができるかみたいなことを、自然と
庶民のなかではそういうことがつくられてたん
じゃないかなというふうな気がするんです。
　そうしたお噺をするということ、だから、もと
もとそういうお寺とか神社とか、言うたら舞台装
置も何もないところで、もう話術だけで人を引き
つけないかんわけですから、その話しかける人は
相当な話術が必要なわけですね。
　僕ら昔、よく大阪の新世界とか、そこに洋服の
たたき売りなんかする店があったり、もっと昔は
バナナのたたき売りとか、ガマの油売りとかです
ね、そういう人たちはもう大道で、通りがかりの
人を自分の声一つで集めて、何十分もそこに集中
させて立ち止まらせるみたいな、そういう技術み
たいなのを持ってたわけですね。
　そういうなかで、聞く人は聞く人で、その話を
聞きながら、だからそういう話とか物語があった
としても、それを、背景に別に舞台があるわけで
もないですから、聞く人自体がその話してること
を、想像で補って楽しんでいくわけですね。
　ですから落語を例に取っていけば、落語という
のは別に、後ろについたてがあったりとか、なん
か松の絵が書いてる程度の話なんですけど、結局
そのなかで噺家さんが、「ここは今舟の上です」
言うたら皆、もうそれは舟の上なんだと、やっぱ
り聞いてる人自体がそういうふうにイメージして
いきますし、ほんで、「ここは長屋ですよ」言う
たら長屋で、「ここは花見の会場ですよ」、「今冬
の景色ですよ」、「今冬です」、「池田に猪（しし）
買いに来ました」言うたらやっぱり池田の産地を
想像していくみたいな。だから、聞く人自体が想
像していくわけですね。落語の場合やったら、小
道具としてはいわゆる扇子と手ぬぐいだけなんで
すけど、結局そこで、扇子で手ぬぐいをちょっと
紙みたいな感じでばあっと書くふりをすると、あ、
これ、今手紙を書いてるんやなとか、扇子で槍を
しごくような格好すれば、「あ、これ、今槍をし
ごいてるんや」とか、舟をこぐような格好すれば、

「それは舟をこいでんねや」と。それはもう多分に、
だから聞いてる人が、自分でどんどんイメージし
て、想像して、補って楽しんでいくというふうな
芸術なわけですね。
　だからもっと象徴的な、そういう大衆芸能以外
の、室町時代の武家なんかで、はやったお能にし
ても、能舞台というのは別に、後ろに、もうその
松の絵が描いてる程度で、ほんで演じる人が、な
んか象徴的に、ここは何々です、「安達ヶ原です」
とか何とか言えば、「ああ、もうそういう、寂しい、
何もない野原なんやな」みたいなこと思い込むみ
たいな。だから日本人は昔から、耳で得たことを
自分で想像して膨らまして楽しんでいくというこ
とに慣れ親しんできたということと思います。
　人間というのは、先ほど言いましたように五つ
の感覚、五感を持ってるんですけど、一つの機能
が欠如すると、逆に、別の機能がそれを補助する
ために非常に優れて発達するというか、研ぎ澄ま
されてくるみたいなところがあって、僕は以前あ
るドキュメンタリーで、もう生まれつき、先天的
に目が見えない人のことをちょっと取材したこと
があるんですけど、彼と一緒に取材をずっと回っ
てて、あるとき地下鉄に乗ろうとしたときに、電
車が入ってきたら、彼は、「あ、これは何々の何々
型の車両ですね」というようなことぱっと言うん
ですね。彼は、だから、目に見えないけど、それ
ぞれの型の車両のモーター音を聞けば、これは何
型の車両やというふうなことを聞き分けるぐらい
の耳を持っているわけですね。だからそれはもう
僕らが聞いてて、なんか電車が入ってきたら、ど
んなに車両が違っても皆同じような音に聞こえて
るのが、彼のなかでは全部それ区分けができるわ
けですね。
　彼は野球が好きだから、あるときちょっと野球
の試合前のベンチサイドのとこへ彼を案内して、
で、見てて。彼はその横に行ってて、有名な外国
人選手の素振りと、日本人選手の素振りの音を聞
いているときに、「あ、これはひょっとしたらあ
の選手ちゃいますか？」みたいなことを言うのね。
で、やっぱりその外国人の、やっぱりすごいです、
その振りの風を切る音みたいな。そのなかで、彼
はもうそれでぱっと聞き分けてしまうみたいな。
それほどの、なんか、すごい。
　だから僕らが持ってないもんを逆に、一つのハ
ンディを持ってる人たちは、なんかそれをやっぱ
り補うような感覚を発達させるみたいな。今どう
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か知りませんが、京都のオムロンという会社があ
りますけど、そこは逆に障害者の人たちを雇用し
て、その人が持ってる能力というのを、逆にいろ
んなところで活用してるというふうなことも聞い
たことがあるんですけど。
　僕は、もう一つちょっと不思議なんは、彼は野
球が好きなわけですね。だから僕らは野球という
もんは、実際グラウンドを見て、1塁、2塁、3塁、
ほんで内野、外野があってみたいな。彼は、もう
生まれつき目が見えないから、彼のなかでは野球
というのはどういうふうなグラウンド風景、グラ
ウンド自体も彼が想像できるのかどうか。彼のな
かで野球というのは、楽しんでるけど、彼は野球
というのをどういうふうなイメージでもって楽し
んでるかなみたいな、そういうとこがちょっと非
常に興味があるんですけど。
　ちょっとここで音を聞いてもらいましょうか
ね。彼は目が不自由なうえに、もう一つ腎臓も痛
めてて、人工透析もせないかんいうことで。その
なかで彼は生きがいとして、俳句をつくるという
ことを、まだ 24、5歳の子なんですけど、俳句
にものすごい興味を持ってて。で、彼自身が俳句
のなかで、なんか、青という色を読み込んだ俳句
をつくってるんですね。彼のなかでは、先天的に
色がない世界にいるから、その青とか赤とかいう
のがどういう区分けをしてるのか分からないけ
ど、なんか、そこのなかで彼は、その色を読み込
んでるみたいな。

　－－－再生開始－－－
　「軟風の、枯れ野に青を運びけり」。「軟風の、
枯れ野に青を運びけり」。軟風とは、肌に心地よ
い柔らかい風のこと。作者は、春も間近い淀川に
沿って歩きました。河川敷を渡る軟風に、枯れ草
の底から青草が芽を出し始めました。色彩を超え
た心象の青なら、ピカソやシャガールの青に見ら
れます。ここでの青は、ためらいや、陰りを含み
ながらも、確かに存在する青草の香りを青と言い
ました。
　－－－再生終了－－－

　昔から人間は一つの機能を閉ざすことで、新
しい感覚を得られることを知っていたようです。
サッカーも手を封じて楽しむゲームです。片足で
ぴょんぴょんぴょんぴょん飛ぶことによって、そ
のケンケンする面白さみたいな、子どもながらに

知ってるし、目隠し遊びとかそういうふうなこと
で、何か一つの感覚を喪失することによって何か
別の感覚が生まれてくるみたいな、そういうこと
も人間としては楽しむ術も知ってたんじゃないか
なというふうに思うんですね。
　そういうなかで、日本人のなかでは、昔から音
によって楽しむ文化というのがつくられてきたと
思うんですけど、ラジオというのが、これが出て
きたのは、今からまだ 100年ちょっとほど前です。
もうその間に、この電波の技術というのは非常に
進んだわけなんですけど。だから無線でこの音が
伝わるということは、ものすごい画期的なことな
んですね。だからそれ以前はみんな伝書鳩であっ
たり、のろしを上げたり、もうとにかく早飛脚み
たいなんが行ってみたいな。そうでないと遠方の
ものを伝えることはできなかったんです。僕は線
があっても伝わるということはやっぱりすごいな
と思うんですけど、それが無線で。
　今、もう皆さん携帯電話が普及してますから、
僕らも昔、だからまだ電話機で、線があるから、
なんか伝わるいう、何となく分かるんですけど、
この何にもなしのところで、もう空中を通じてこ
の音がどんどん伝達できるというのは、やっぱり
すごいことやなという。まあ、それが当たり前に
なってしまってるんですけど。
　だから 20世紀というのは、一つはやっぱりラ
ジオの世紀やったと思うんですね。だからラジオ
を通じて、この空中でいろいろ電波というのが
通ってて、それを通じて音声が伝わることをイタ
リアのマルコーニという人が発見しました。
　無線のラジオが発明されて、そのことで、ある
ことが瞬時に多くの人に伝えることができるとい
うことで、20世紀はそういうなかで、いろんな
政治家であったりいろんな人、娯楽としてもラジ
オは使えたし、政治的なプロパガンダの道具とし
ても使われたわけですね。それを一番最も友好的
に使ったんがヒットラーであったり。
　ヒットラーは、だから、彼の演説はどんどんど
んどん、熱狂的な演説を、聞いている人を興奮さ
せるような演説をしていくわけですが、それは彼
がラジオを使ってそれをやっていってドイツ国民
を戦争に煽っていったみたいなところがあるんで
すけど。そのほかにラジオというのは、スポーツ
とかニュースとかいろんなもん、20世紀にいろ
んなかたちで伝えてきたということで。
　そのなかで戦後、テレビというのが出てきて、
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テレビは画像がつくということで、それも動く画
面がつくということで、それ以降はテレビが中心
の時代になってて、もう皆さんの場合はそっちの
ほうに。僕はまだ子どものころというのはテレビ
というのはなかったから、もう子どものころ、表
で遊んでても、ラジオで人気番組があるいうたら、
もう外からすうっと飛んで帰って来て。そのころ
ラジオといっても、もう家のなかにでんと大きな
ラジオ受信装置があって、家の人が皆ラジオの前
に座ってラジオを聞くみたいなね、そういう時代
やったんですけど。そういうなかでラジオをやっ
ぱり楽しんで。
　ところが今、そういう画像のあるテレビがどん
どん普及してきたなかで、ラジオの存在価値自体
が、ちょっとなんか薄れてきてるみたいな感じが
するんです。ただ、僕は画像がないということ自
体がラジオにとって短所かと言えば、僕はある意
味では逆にそれはラジオの長所じゃないかなとい
うふうにずっと思ってます。
　というのは、それは、先ほども出てきましたよ
うに、人間にはものをイメージする力というのが
あって、ほんで、画像を見てしまうと、その画像
で自分の想像力がもう制限されてしまうわけです
ね。だから、もうその画面でそのもの自体が固定
されてしまうということ。だからそこから自分の
想像力が広まっていかないわけですね。
　ですから、僕はいろいろ取材のなかでインタ
ビュー活動とかするんですけど、テレビでいろん
なインタビューとか見て、そのときは、その人の
表情とか画像を見て、そのなかでその人のしゃ
べってる言葉と語ってる表情とで、その人は本当
は何をしゃべろうとしてんのかみたいな、それを
聞こうとするんですけど、どうしてもやっぱり画
面の、その人のしゃべってる顔のほう、表情のほ
うにわりとつられてしまって、その人のしゃべっ
てる内容自体は、どっかちょっとやっぱり薄らい
でしまってるみたいなとこがあるんですね。
　僕は、いろんな人のインタビューをして、ラジ
オで聞く場合、逆にその人の顔が見えない分、そ
の人の話してる内容、その話してる口調を、一所
懸命それを聞き取ろうとする。そのなかで僕は逆
に、テレビでは伝わらないその人の内面がとか、
心が、ラジオを通じて伝わってくるというふうに、
僕はずっと今でもそう思ってます。ですから、そ
ういう意味では僕、ラジオというのは非常に、聞
く人がイメージする力を、想像力が豊かであれば

あるほど楽しむことができると思う。
　今最近映画なんかではハリー・ポッターなんか
あって、ハリー・ポッターの、本で読まれてる方
と映画になってから見る方。映画は映画でまた映
像化されてる分、楽しい部分があるんですけど、
逆に本を読んでるときは、もっと自分で、想像力
で、ぱっとその書かれてる内容をものすごいイ
メージ膨らますことができるけど、結局画面で見
てしまうと、「あ、なんや、ここまでのもんなのか」
とか、あるいはそこで固定してしまうみたいなと
ころがあります。だから、そこのなかで人間が持っ
ている能力が閉ざされるか、もっとさらに深まっ
ていくかの差というのは、ラジオはそれができる
メディアだと思ってます。
　それからラジオは、実際にやっているなかでは、
非常にシンプルなんで、いろんなことを簡単に情
報を送れる。だから、テレビは中継車がないとな
かなか伝えられないことを、ラジオの人間は、も
う現場に行ってそこで携帯電話とか、もう電話が
あれば即座に口を通じて、それを電波を通じて流
すいうことができますし、それから、よくあるの
は、災害のときに、AC電源が切れたときという
ことで、そういう災害状態のなかでも非常に強い
ということ。
　それとラジオの場合は、一方的に情報を送るん
ではなくて、2WAY、だから、聞いてる人から、
昔はよくおハガキでその紹介、今は最近メールで
あるとかファクスであるとかそういうのが。聞き
ながら、一方で、同時にそういうことが伝わって
きて、それを、お互い双コミュニケーションしな
がら番組を進めたりすることができます。
　それと、ラジオで僕らがやるとき、最初に初歩
的に、大切に言われるのは、ラジオを聞いてると
き、ラジオはマスなんだけど、一人一人に語りか
けるというメディアなんですね。だからラジオで
しゃべるとき僕たちは大体、「皆さん」という言
い方はできるだけ避ける。だからラジオは、「あ
なた」というかたちでのしゃべり方。だからラジ
オを聞いている人も、自分に語りかけてもらう
と。ほんとはいろんな人に語りかけているんだけ
ど、聞いている人は、自分に語りかけてもらって
いるような感覚を味わえるメディアの部分があり
ます。
　だから語りかけてもらってるということのなか
で、ラジオの出演者と聞いてる人が、非常に深い
関係と言うんかな、非常に親密な関係になれるメ
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ディアなんですね。それが典型的に現れたんが、
阪神・淡路大震災のときに、神戸とか阪神地区の
方、被災されて、避難所とか、あるいは壊れた家
の中で閉じ込められたわけですけど、そういうな
かで、あのときは１月ですか、寒いところで、避
難所の中で、もうみんな冷え冷えとしたところで
過ごしていたわけですが、そのときに、やっぱり
ラジオを通じて、当時神戸ではラジオ関西さんと
いう放送局があって、そこはもう壊れた社屋の中
から情報をずっと流しはったわけですね。安否情
報とかいろんな情報を流して。そのなかで、避難
所にいる人たちがラジオを非常に頼ったわけです
ね。そのときに、ラジオから流されるいろんな情
報、まあそら、ライフライン関係に関する情報は
いろいろ流されたんですけど、結局聞いている人
がラジオでものすごい和んだのは、いつもなじん
でたあの人の声が聞こえてくるという、なんかそ
のことだけでみんな安心感を得たという。だから
その情報の中身じゃなくて、日ごろなじんでるあ
の人の声が今、私のほうに語りかけてきてるとい
う、そこのところで非常な安堵感、安心感を与え
たというのが、やっぱりラジオの効果があったと
いうふうにラジオ関西の担当者がずっと言ってい
たのを非常に印象深く思ってます。
　それから今、NHKのラジオの深夜放送で、『ラ
ジオ深夜便』というの、これなんかも、これから
団塊の世代、高齢者の人たちが、夜中に孤独な状
況のなかで、アナウンサーが自分に語りかけてく
るように、それでいてて、いろんな知識、情報が
入ってくるみたいな。そういうなかでもやっぱり
ラジオとしての存在価値というのは、僕はそこに
あるんじゃないかなという。
　ただ、今ここにおられる方、若い方に、最近ラ
ジオ聞いている方っておられます？最近のラジオ
は聞く？あのね、僕らのころは、もうほんまね、
もうラジオというのが、ラジオ聞いてないとみん
なから取り残されるぐらいの一つのヤング文化、
若者文化みたいなとこあったんですけど、今逆に
若い人たちはもうテレビとか映像、テレビゲーム
であるとか、いろいろなゲームがあって、もう映
像のある世界、それ非常に派手派手しく楽しい画
面が見えるようになってしもうてるから、そこか
らもうみんななじんでしまってるから、ラジオに
接する機会のないまま育ってきてはるんですけ
ど、僕はぜひ、もう一度ラジオというのを、若い
人もちょっと見直して聞いていただきたいなとい

うふうにずっと思ってるんですけど。
　それと、僕は、先ほどラジオというのはイメー
ジを膨らますという。最近脳の科学というのは非
常に進んでて、人間の脳の役割みたいな。で、右
脳と左脳の役割というのをよく言われますね。右
脳というのは、いわゆる人間の情感・情緒、だか
ら直感とかひらめきとか芸術性とか創造性をわり
とつかさどる脳で、左脳というのが言語とか計算
とか論理的思考をつかさどる脳というふうに言わ
れています。この文化情報学会というのは、この
右脳と左脳の役割を両方合体させてるみたいな学
部だと思うんですけど、もう僕は、やっぱり人間
のなかでその両方が非常にバランスがとれないと
だめだと思うんです。
　僕ら、今教育のなかでは、やっぱりどうしても
言語とか計算とか論理思考のほうが重点になって
きてて、この左脳を使う思考というのは、緊張と
か集中力が続くとイライラッとしてくるみたい
な、非常に緊張に対して、なんか、持続に対して
弱い。だから最近若い子どもたちがよく、すぐ切
れるとかなんかいうのも、ちょっとやっぱりその
へんの左脳中心の勉強とか、なんかそっちが進ん
でるからじゃないかなみたいな気がしてて。そう
いうなかで、僕はもっと右脳を働かすようなこと
をしていって、もっと人間の持っている情感とか
情緒みたいなんをもっと大切にしていくようなこ
とが大切なんじゃないかなというふうに思ってま
す。
　そういうなかで、先ほど言いました、人間の持っ
ているイメージをずっと膨らます。ほんで今の人
間の情感とか情操を促進する機能として、僕、ラ
ジオというのは非常に持ってるんじゃないかなと
いうことで、ぜひ若い人も、それから昔ラジオを
聞いてた人も、ぜひやっぱりラジオの世界に戻っ
てきてほしいなというふうに思ってます。
　情報の「情」という字があるんですけど、これ
は「情」というのは、物事の有様とか、事の実際
みたいなことで「情」、それを伝えるということ
で情報なんですけど、もう一つ、その情報の「情」
ていうのは、意味としてはもう一つ、これはりっ
しんべん、心を象徴するりっしんべんという偏で
すね。だから人間の心の有様という、情けである
とか心の有様という。僕はやっぱりラジオは、幾
つかメディアがあるなかで、僕はその心のほうを
表現、伝えることのできるメディアではないかな
というふうに思ってます。ぜひ皆さん、ラジオを
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もう 1回見直して聞いていただきたいなと思いま
す。
　それでは、ちょっといろいろな音を、時間まで
聞いていただくことができたらと思ってます。日
本人は、昔から音に対する感覚というのはすごく
持ってて、例えば、普通人間の感覚で聞けないよ
うな音も、日本人はそれを音に表現しようとして
いるんですね。例えば雪の降る音というのは、実
際はあんまりないはずなんですね。でも歌舞伎と
か落語の世界のなかで、雪の降る音というのは、
そのとき背景を、太鼓とかで表現するわけですね。

　（太鼓の音）

　なんか、これは、なんか日本人が感覚でとらえ
た雪の音。冬のどんよりしたところでのその雪が
降るというようなイメージが。だからこの音が鳴
ると、芝居とか落語のなかでは雪のシーンという
ことになりますね。
　それともう一つ。幽霊の音って、幽霊って、実
際見た人はこのなかにいてはりますかね。幽霊は
もうほとんど見たことない人が多いと思うし、実
際昔から見た人も。ただ、幽霊の出るときの音と
いうのは、皆さんよく知ってるこういう音がある
わけですね。

　（太鼓の音）

　こういうのがやっぱり幽霊が出るときの音と。
もうこれはなんか、皆さんもこの音、「聞いたこ
とあるで」みたいなね、思うんです。それともう
一つ、ラジオの場合いろんなイメージ、まあ擬人
法いうて、実際人間でないもんを人間のように語
らせる方法を使うことがあるんです。
　これは僕、ちょっとある地元にある大きなクス
ノキ、それをテーマにドキュメンタリーをつくっ
たときに、そのクスノキにちょっと語らせたんで
すけど、そこのところ、ちょっと聞いてください。

　－－－再生開始－－－
　はあ、ええ天気やなあ。へえ。今日もさんさん
たる太陽がわいに降り注いでます。鳥たちがさえ
ずってます。東のほう眺めますと、生駒の山並み
が、ほんまきれいにくっきりと見えてます。わい
はここに、ずうっと立ってまんねや。ちゅうても
生半可な時間やおまへんで。はるかな時間だす。

あいまいな言い方ですけど、数百年ですかな。わ
いが立ってんのは、今の言い方しますと、大阪市
東住吉区北田辺 6丁目という土地の一部だす。大
阪市の南部。天王寺と長居公園の中間ぐらいの場
所言うたら分かりやすいでっしゃろか。あ、申し
遅れましたな。わいは、クスノキだす。
　クスノキでも、わいのように何百年と生きてく
ると、ちょっと幹の周り、見てもらえまっか。だ
いたい 3メートルはありますかなあ。大人 2人で
も抱えきれまへんなあ。根元はというと、巨大な
龍が足で獲物をつかむように、四方八方に伸びた
根が大地に張っております。幹の肌といいますと、
これも龍のうろこのようにひび割れしてまっしゃ
ろ。ところどころ、緑の苔がむしてまっしゃろ。
ちょっとわいの頭、見上げてもらえまっか。高さ
十数メートル。無限に広がる空を埋めるかのよう
に、幹から複雑に分かれた枝がくうねくねと、抽
象的な屈曲をしながら四方へ伸びております。そ
の枝のいたるところから葉っぱが生えて、ま、かっ
こよう言うたら、湧きたつ緑の雲ちゅうやつです
か。うっそうたる空中の茂みをつくってます。
　戦後間もないことでした。私の根元間近の家に
住みだしたアシハラミヨコはん。今 80歳になっ
てはりますが、この方がわいのことをこう言うて
はります。
　アシハラ：ヘビがぶら下がっとるしの。天井か
らぶら下がっとる、「うわあ」いうてびっくりし
たで。
　男性：うん。
　アシハラ：ほんで子どもも、「おかあちゃん、
ここ動物園とちゃうんか？」言いよるさかい。ヘ
ビがいんのやな。
　男性：うん。
　アシハラ：イタチや。
　男性：うん。
　アシハラ：イタチやら、ほんでから…、キツネ
かな、なんか知らんけどももう。何やかんやいとっ
たで、ここ。だってしゃあないわ。こんだけ木あっ
てやな。
　男性：うんうん。
　アシハラ：うん。
　－－－再生終了－－－

　樹の雰囲気いうかイメージ、感じてもらえたで
しょうか。
　あとね、僕、大阪は引ったくり全国ナンバーワ
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ンという記録をずっと保持し続けて。そういうな
かで、大阪はその引ったくりをテーマにちょっと
ドキュメントつくってみて。そのときに、引った
くりの被害者の人とか、ひったくりに関するいろ
んな方を取材して。
　ただ、どうしてもね、やっぱり引ったくりして
る側の人間のインタビューが欲しかって、ほんで
ある人通じて、「誰か引ったくりやってる少年、
紹介してくれへん？」って言うて。なかなか紹介
してもらわれへんかったんですけどね。
　ある人を通じて、ちょっと紹介するわみたいな
ことで。で、ある日、いついつどこへ来てみたい
な。それが、東大阪の町工場に夜中の 8時ぐらい
に来てくれみたいなね。ラジオの取材はたいてい
一人で行くから、一人で行って、こんなんで行っ
てやばいなと思いながら。結局そのときはちょっ
とお流れになったんですけど、またその別の機会
に、ちょっと取材して。
　まあこれ、引ったくりやってる子やいうのんで。
ちょっと引ったくり OBの人やったんですけど、
その人のインタビュー。

　－－－再生開始－－－
　ナレーション：引ったくり犯罪は、やる気持ち
をエスカレートさせます。
　ひったくり少年：僕は、引ったくりやりだした
んは、なんか、1回目 2回目は、お金何ぼでもえ
えから欲しかったからやったんですよ。その、お
金…に、お金が足りへんかったから、欲しかった
からやったんですけど。その、何べんもやってる
うちに、なんか、その、いっちゃん大きかった金
額…が、出てきた金額が大きかったんが 5万とす
るじゃないですか。で、5万出てきたときにめっ
ちゃめちゃうれしかったじゃないですか。ほんな
ら、次やったときにもし 10 万出てきたら、その
倍の喜びがあるんやとか思って。ほんで、あ、こ
のおばちゃん、引ったくったら、うわあ、ええ時
計つけてるわ、ええ服着てるわ、うちのおかんよ
りええ服着てる、このおばちゃん、かばん引った
くったら、100万ぐらい入ってんちゃうかひょっ
としたらとか、ぱって思ったりして、なんか。人
間て、10万当たったら 15万欲しくなるじゃない
ですか。50万当たったら 55万欲しくなるじゃな
いですか。なんかそういうあれが楽しくなってき

て、はい。
　ほんならなんか、僕ら引ったくりやってたとき
は、僕ら 1グループじゃなかったんすよ。2グルー
プ、3グループおったからね。なんか同級生の子
らで、僕、制服に刺繍入れたときに、「どうしたん？
そんなお金」とかって。ほんで、こうこうこう言
うたときに、「俺もそれ、しぃよう」とかって。「俺、
昨日やって 10万当てた。やったでぇ」とかって
言ったときに、「うそやぁ。ほんじゃ俺もっといっ
てくるわ」、「俺、昨日 15」とか、「3人で 15万」
とか、そんなんで言い合ってたらみんな捕まった
んですよ。
　－－－再生終了－－－

　非常に正直にインタビューに応えてもうて。大
阪のほんまベタな少年という感じやったんですけ
ど。
　僕は今そういうようなことで、いろんな人と会
うて、いろんな人からインタビュー聞くのが、そ
れが自分の、仕事をしてて楽しいなと思ってやっ
てます。今日僕もほんまつたないしゃべりで申し
訳なかったんですけど、でも、やっぱりラジオと
いうのは、僕は非常に面白いメディアだと思って
ますんで、ラジオを知らない人は、またもう一回
改めてラジオを聞いてほしいし、昔ラジオなじん
どったという人は、またもう一度ラジオのほうに
戻っていただいて、ラジオの魅力をもう一回聞き
直していただければと思ってます。
　（講演終了）

：もっともっとお話しいただきたいんですけ
ど、実は番組、レギュラーでお持ちでして、これ
から局入りしなきゃなんないんで。
：すみません。
：ちょっと質疑応答をということは。
：もし時間ちょっとあれば。
：ええ、なんですが、ちょっと時間の関係で、

他の機会ということで。
：そうですね。
：また番組のほうでまた。ありがとうござい

ました。
　（終了）


